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昭
和
九
年
の
〝
昔
は
よ
か
っ
た
な
あ
〟

―
北
小
「
六
十
周
年
記
念
誌
」（
昭
和
一
〇
年
刊
）
に
見
る
、

別
府
の
急
激
な
発
展
へ
の
驚
き
と
戸
惑
い
―

小
　
野
　
　
　
弘

は
じ
め
に

　

こ
と
し
（
二
〇
一
五
年
）
は
戦
後
七
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ら
た

め
て
戦
後
の
歴
史
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　

戦
災
に
遭
わ
な
か
っ
た
別
府
に
は
引
揚
者
な
ど
が
住
む
場
所
を
求
め

て
集
ま
り
、
町
が
パ
ン
ク
す
る
ほ
ど
人
口
が
急
増
。
さ
ら
に
占
領
軍
の

キ
ャ
ン
プ
建
設
や
一
〇
年
間
に
わ
た
る
駐
留
が
、
別
府
の
戦
後
復
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
全
体
の
復
興
と
あ
い
ま
っ
て
戦
後
の
別
府
の
観
光
全

盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
今
回
の
小
生
の
文
章
は
あ

く
ま
で
戦
前
の
別
府
の
発
展
と
、
当
時
の
人
が
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め

た
か
が
テ
ー
マ
。
戦
前
と
戦
後
の
別
府
の
歴
史
は
、
は
っ
き
り
と
区
別

し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
念
の
た
め
前
置
き
し
た
。

一
、
別
府
駅
と
阪
神
航
路
が
発
展
の
契
機

　

戦
前
の
発
展
の
一
大
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
終
わ
り
の
別
府
駅

開
業
＝
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
＝
と
、
翌
年
の
阪
神
別
府
航
路
開

設
＝
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
＝
に
よ
る
、
交
通
機
関
整
備
で
あ
る

こ
と
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
数
年
前
に
百
周
年
を
迎
え
、
お
祝
い
の
行
事
が
行
わ
れ

た
。
別
府
駅
は
亀
川
駅
・
東
別
府
駅
と
三
駅
合
同
で
さ
さ
や
か
な
式
典

で
祝
っ
た
が
、
対
照
的
に
同
じ
年
の
開
業
で
あ
る
大
分
駅
は
大
々
的
な

イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
た
。

　

初
代
紅
丸
が
就
航
し
大
阪
商
船
の
阪
神
別
府
航
路
が
開
設
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
が
二
年
続
け
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
張
り
、
ふ
だ
ん
夜
間
運
航
し
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
を
日
中
に
走

ら
せ
る
「
昼
の
瀬
戸
内
海
航
路
」
を
復
活
さ
せ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

な
お
、
発
展
の
契
機
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
、
日
露
戦
争
＝

一
九
〇
四
―
〇
五
年
（
明
治
三
七
―
三
八
）
＝
の
傷
病
兵
が
療
養
し
た

こ
と
が
、
全
国
に
別
府
の
温
泉
の
名
前
を
広
め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る

し
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
要
因
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

二
、
戦
前
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
一
二
年

　

さ
て
、
一
挙
に
年
代
が
下
っ
て
恐
縮
だ
が
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
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の
中
外
産
業
博
覧
会
に
続
い
て
二
度
目
の
博
覧
会
（
国
際
温
泉
観
光
大

博
覧
会
）
が
あ
っ
た
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
が
、
戦
前
の
別
府
観

光
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
と
、
識
者
か
ら
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
別
府
生
ま
れ
・
別
府
育
ち
の
方
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
代
を
生

き
た
人
の
実
感
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
こ
の
年
は
日
中
戦
争
の

始
ま
り
の
年
で
も
あ
り
、
し
だ
い
に
娯
楽
や
観
光
ど
こ
ろ
で
は
な
い
時

代
へ
と
入
っ
て
行
く
わ
け
だ
。

三
、
一
寒
村
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
の
間
に
都
会
に

　

駅
開
業
か
ら
こ
の
年
ま
で
、
単
純
計

算
す
る
と
二
六
年
。
わ
ず
か
な
間
に
急

速
な
発
展
を
遂
げ
た
別
府
に
対
し
て
、

当
時
の
人
々
は
一
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ

た
別
府
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

大
都
会
に
変
化
し
た
と
、
一
様
に
驚
き

を
感
じ
て
い
た
。
同
時
に
、
失
わ
れ
た

の
ど
か
な
過
去
の
風
景
に
対
し
て
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
の
が
、
別
府
市
北
小
学
校
同
窓
会
「
創
立
六
十

周
年
記
念
誌
」
＝
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
発
行
＝
。
明
治
期
に
子

供
時
代
を
過
ご
し
、
別
府
の
知
名
士
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
た
ち
の
思
い
出
の
文
章
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

北
小
学
校
が
六
〇
周
年
を
祝
っ
た
の
は
、
前
年
一
九
三
四
年
（
昭
和

九
）
一
二
月
の
こ
と
。
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
い
く
つ
か
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
、
当
時
の
人
々
の
思
い
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

弁
護
士
の
中
村
守
氏
＝
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
三
月
、
高
等
科

卒
業
＝
は

　

―
―
一
漁
村
た
り
し
別
府
が
其
後
交
通
機
関
の
発
達
と
共
に
今
は
世

界
の
別
府
と
な
り
た
る
事
も
隔
世
の
感
が
あ
る
―
―

　

竹
細
工
工
場
を
経
営
し
市
議
会
議
長
も
つ
と
め
た
手
島
森
太
郎
氏
＝

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
三
月
、
同
＝
は

　

―
―
回
顧
す
れ
ば
三
十
余
年
の
昔
、
豊
後
の
別
府
で
あ
つ
た
小
温
泉

町
に
市
制
布
か
れ
て
早
や
満
十
年
、
今
や
泉
都
別
府
市
は
大
別
府
の
建
設

を
目
標
に
内
容
の
充
実
を
計
り
滾
々
と
湧
く
無
限
の
温
泉
と
明
媚
な
る
大

自
然
の
風
光
に
恵
ま
れ
て
国
際
的
療
養
観
光
都
市
た
ら
ん
と
す
―
―

　

竹
製
品
卸
の
菅
穀
太
郎
商
店
（
の
ち
の
ス
ガ
コ
ク
）
二
代
目
の
菅
穀

太
郎
氏
＝
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
三
月
、
同
＝
は

　

―
―
物
淋
し
く
静
か
な
、
名
も
知
ら
れ
な
か
つ
た
小
さ
な
別
府
は
発

展
又
発
展
、
汽
車
が
通
じ
汽
船
和
船
の
出
入
た
え
ま
な
く
、
其
の
名
は

日
本
全
土
は
勿
論
、
諸
外
国
に
ま
で
知
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
今
と
昔
と
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思
ひ
比
べ
て
唯
々
感
慨
無
量
で
あ
る
と
云
ふ
の
ほ
か
な
い
―
―

　

旅
館
筑
紫
館
経
営
の
田
辺
光
由
氏
＝
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）

三
月
、
同
＝
は

　

―
―
其
の
後
僅
か
三
十
年
た
ら
ず
の
間
に
あ
の
小
さ
い
町
で
あ
つ
た

別
府
が
世
界
の
泉
都
と
し
て
市
制
を
布
き
人
口
五
万
を
数
へ
年
間
百
数

十
万
の
浴
客
を
迎
ふ
る
大
都
市
に
な
ら
う
な
ど
ゝ
は
我
々
の
想
像
だ
に

し
な
か
つ
た
事
で
あ
る
―
―

四
、
の
ど
か
だ
っ
た
昔
へ
の
郷
愁

　

い
ず
れ
も
寒
村
だ
っ
た
別
府
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
へ
驚
き

を
吐
露
し
て
い
る
が
、
そ
の
片
方
で
都
会
化
し
た
別
府
に
違
和
感
を
覚

え
、の
ど
か
だ
っ
た
か
つ
て
の
姿
へ
の
感
傷
を
綴
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

　

永
楽
屋
旅
館
経
営
の
堀
静
夫
氏
＝
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
三
月
、

同
＝
は

　

―
―
シ
ヤ
ン
デ
リ
ヤ
の
ま
ぶ
し
い
光
と
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
交
錯
は
荒

び
た
昔
の
寒
村
の
面
影
も
止
め
ず
、
松
吹
く
嵐
も
神
経
を
尖
ら
せ
る
都

会
の
雑
音
に
変
化
し
て
し
ま
つ
た
―
―

　

大
分
運
送
株
式
会
社
支
配
人
の
野
田
得
二
氏
＝
一
九
〇
四
年
（
明
治

三
七
年
）
三
月
、
同
＝
は

　

―
―
僕
等
が
小
学
校
在
学
当
時
、
誰
か
よ
く
今
日
の
別
府
に
想
到
し

た
ら
う
？　

豊
後
別
府
が
九
州
の
別
府
と
な
り
、日
本
の
別
府
と
な
り
、

今
や
世
界
の
別
府
と
な
つ
た
。

別
府
が
発
展
す
れ
ば
す
る
程
吾
等
は
故
郷
別
府
の
昔
日
の
面
影
を
偲
び

懐
旧
の
情
に
堪
へ
な
い
―
―

　

さ
ら
に
、
旅
館
桝
田
屋
経
営
の
野
田
敏
彦
氏
＝
一
九
〇
二
年
（
明
治

三
五
）
三
月
、
同
＝
の
場
合
は
、
実
相
寺
山
へ
の
遠
足
の
楽
し
か
っ
た

思
い
出
や
、
山
上
か
ら
眺
め
た
春
木
川
や
海
岸
線
の
美
し
さ
な
ど
を
細

か
く
描
き
、「
現
在
の
騒
然
た
る
環
境
に
比
べ
て
、
私
は
此
の
造
化
の

妙
筆
が
又
た
ま
ら
な
く
慕
は
し
く
思
わ
れ
た
」
と
述
べ
、
ま
た
流
川
通

り
あ
た
り
に
つ
い
て
も
「
今
の
ビ
リ
軒
（
※
ビ
リ
ケ
ン
）
横
の
名
残
橋

や
若
亀
前
の
新
湯
も
あ
っ
た
、
今
は
昔
の
悌
も
な
い
湯
の
町
別
府
は
明

治
四
十
四
年
の
鉄
道
開
通
を
契
期
と
し
て
発
展
の
途
上
に
乗
出
し
た
」

（
※
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
）

と
記
し
て
い
る
。
全
体
が
一
篇
の
詩
の
よ
う
な
調
子
で
、
現
代
の
私
た

ち
に
も
当
時
（
今
か
ら
一
二
〇
年
近
い
昔
）
の
別
府
の
野
山
や
海
岸
線

を
歩
い
て
み
た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
失
わ
れ
た
自
然
を
嘆
く
薬
師
寺
氏

　
「
六
十
周
年
記
念
誌
」
掲
載
の
卒
業
生
の
文
章
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
地
元
の
人
間
の
感
想
だ
が
、
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
の
が
、
ほ
ぼ
同
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じ
時
期
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
一
二
月
発
行
の
雑
誌
「
モ
ダ
ン

別
府
」
創
刊
号
に
、「
こ
こ

は
名
高
き
流
川
…
」
な
ど
と

有
名
な
七
五
調
の
亀
の
井
バ

ス
の
地
獄
巡
り
を
作
っ
た
不

老
暢
人
（
不
老
町
人
）
こ
と

薬
師
寺
氏
（
亀
の
井
自
動
車

常
務
）
が
し
た
た
め
た
「
別
府
の
昔
と
今
」
の
一
文
。
油
屋
熊
八
と
同

じ
、
宇
和
島
出
身
者
で
あ
る
。

　

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
頃
、
若
き
日
に
初
め
て
訪
れ
て
別
府
の

自
然
の
美
し
さ
を
振
り
返
り
、
す
っ
か
り
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た

白
砂
青
松
の
海
岸
線
や
、
大
通
り
に
整
備
さ
れ
る
前
の
流
川
通
り
の
風

情
な
ど
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
の
も
印
象
深

い
。

　

―
―
五
丁
目
の
下
角
の
日
名
子
を
界
と
し
て
、
西
は
乙
原
の
山
麓
ま

で
田
畑
が
つ
づ
き
、
た
だ
西
法
寺
の
伽
藍
だ
け
が
、
日
名
子
の
附
近
に

特
立
し
て
ゐ
た
の
が
記
憶
に
残
っ
て
ゐ
る
。
其
の
流
川
通
も
、
町
を
流

れ
る
小
川
は
地
下
に
通
さ
れ
、
道
路
は
拡
張
さ
れ
舗
装
さ
れ
、
風
に
そ

よ
ぐ
柳
は
ネ
オ
ン
に
変
り
、
大
別
府
の
メ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
成
っ
て

十
八
丁
目
迄
も
直
通
し
、
昔
の
面
影
な
ぞ
は
想
像
も
出
来
な
い
。

　
　
　
（
中
略
）

　

そ
れ
よ
り
海
浜
伝
ひ
の
漫
歩
散
策
、
北
浜
的
ケ
浜
の
一
帯
、
白
砂
青

松
の
間
に
魚
家
点
存
し
、
湯
烟
の
処
々
に
立
ち
の
ぼ
る
な
ど
、
何
と
も

言
ひ
得
ぬ
好
風
光
、
眼
前
に
は
砂
湯
に
浸
る
多
く
の
浴
客
も
見
え
、
空

に
は
鴎
の
二
羽
三
羽
悠
々
と
舞
ひ
，
遙
か
霞
の
中
に
仄
見
ゑ
る
は
佐
賀

の
関
半
島
か
ら
四
国
の
島
山
今
に
忘
れ
ら
れ
な
い
好
印
象
だ
。

　
　
　
（
中
略
）

　

だ
が
、
文
化
の
暴
威
と
で
も
云
は
ふ
か
、
白
砂
の
海
浜
は
無
粋
に
埋

立
て
ら
れ
、
松
樹
の
林
は
残
忍
に
切
倒
さ
れ
、
電
車
は
レ
キ
ロ
ク
の
音

を
立
て
ゝ
此
の
風
致
を
破
壊
し
去
っ
た
け
ふ
此
の
頃
、
海
浜
の
漫
歩
散

策
な
ど
、
昔
を
語
る
さ
へ
無
情
な
気
が
す
る
。
―
―
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絵葉書に見る別府の発展

明治 40 年以前の別府全景の絵葉
書。手前は浜脇の海岸線で少し突
き出ているのが朝見川河口のさん
ばし。画面奥の別府港は今はゆめ
タウンに変貌している。

当時の別府では大型施設だった不
老泉（明治 35 年築、木造３階建て）
から現在の別府駅方向へ向けて撮
影している。現在とは全く違って、
田畑だけが広がっている。手前は
田の湯温泉へと続く道。

別府港の北側の突堤から撮影して
いると思われ、埋め立て前の海岸
と漁網を干す風景などが写ってい
る。現在でいえば北浜公園や国道
10 号線。画面左端に見える森は
海門寺と思われる。

明治44年以前の北浜あたり
（現在の北浜公園や北浜旅館街一帯）

不老泉から山手を見た絵葉書
（明治41年の賀状として差し出されたもの）

別府全景の絵葉書（明治40年以前）
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今の駅前高等温泉あたりに
あった北小学校は、別府駅開
業に伴い移転を余儀なくさ
れ、明治 44 年に現在のトキ
ハ別府店の位置に移った。全
校児童が整列している背後に
は、まだ国道 10 号線も北浜
旅館街の埋め立て地もなく、
そのまま海岸が控えていた。

明治 44 年７月 16 日に開業し
た別府駅。駅舎の前に祝いの
緑門が設置され、見物客が訪
れている。駅前通りは整備さ
れたばかりで、脇には大きな
石がごろごろと転がっていて
沿道に建物はまだ何もない。
駅舎の背後にはうっすらとか
すんでいるが鶴見岳などの
山々がそびえている。

明治 45 年５月 28 日に初めて
大阪―別府間を運航したくれ
なゐ丸は、約 1400 トン。も
ともと中国・揚子江航路に使
用された北ドイツ汽船会社の

「美順号」だったが、火災に
あって、保険会社に委託され
ていたものを大阪商船が購入
した。その頃、瀬戸内海航路
では 600 トン級の香川丸、愛
媛丸などがりっぱな船だったが、はるかに上回る大型船だった。

明治45年５月に就航した初代のくれなゐ丸（紅丸）

明治44年７月16日に開業した別府駅

駅開業で移転した北小学校
（背後に埋め立て前の海岸が見える）
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別府市主催の国際温泉観光大
博覧会は昭和 12 年３月 25 日
から５月 13 日まで当時の別
府公園（現在のべっぷアリー
ナ一帯）で盛大に開催され、
50 日間でのべ 50 万人もの来
場者があった。写真は大がか
りな正門の様子。

昭和 10 年頃の流川通りを
山手に向けて撮影した絵葉
書。画面左端には中浜筋商
店街入り口のアーチ、仁寿
堂薬局、楠本町（戦後は楠
銀天街）入り口、片桐時計
店の洋風３階建てなどが見
える。夜もあかあかと灯火
がともり賑やかな様子に、
作家織田作之助は「流川通
は別府温泉場の道頓堀だ」（「湯の町」）と書いた。

電車が軌道を走る海岸通りの
絵葉書。画面右側の天然砂湯
の建物は昭和 11 年７月に落
成しているので、そのあとに
撮影されたもの。画面左側に
は鶴萬旅館、４階建ての児玉
旅館が並んでいて、写真説明
にも「温泉旅館櫛比する海岸
通りの盛観」とある。

電車が通る海岸通り（昭和12年頃か）

ネオンまたたく昭和10年頃の流川通り

昭和12年に開催された国際温泉観光大博覧会
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別府には女優歌劇が人気を博した鶴見園
（大正 15 年開園）に続き、金山だった山を
利用した遊園地ができ昭和４年にケーブル
カー（戦後はラクテンチ）が開通した。写
真は開通の日の賑わいの様子と思われる。

戦前の別府は人気の別荘地で
もあった。今は高級分譲地と
なっている山水園（麻生別荘）
は筑豊の炭鉱主麻生太吉の別
荘で、その庭園は世界周遊船
が到着するたびに海外の乗船
客が必ず訪れる場所だった。
画面中央に４人少女の姿が見
えるが、接待係をつとめた別
府高女の生徒たち。

戦後ホテル赤銅御殿（あかが
ねごてん）として知られた、
筑豊の炭鉱主伊藤伝右衛門が
妻白蓮のために建てた別荘
は、海軍に献納され呉水交社
の別府集会所となった。大正
10 年世間を騒がせた白蓮事
件の発端となった白蓮と宮崎
龍介の出会いの場は大正９年
のこの建物だった。

伊藤伝右衛門の別荘（戦後はホテル赤銅御殿）は
海軍に献納され呉水交社別府集会所となった

麻生別荘でのガーデンパーティーを楽しむ外国人客

昭和４年に開通したケーブルカー


